
１コインの外出・日常生活支援を

北
汲
沢
地
域
総
合
福
祉
活
動
委
員
会
（
戸
塚
区
）

ま
ち
の
開
発
経
過

　
昭
和
3
0
年
代
、
市
内
で
も
比
較
的
早
く
開
発
さ
れ

た
住
宅
地
で
あ
り
、
大
規
模
な
共
同
住
宅
や
マ
ン
シ
ョ
ン

開
発
は
見
ら
れ
な
い
。
ゆ
る
や
か
な
斜
面
に
一
戸
建
て

住
宅
地
が
広
が
り
、
坂
道
が
多
く
、
地
下
鉄
や
バ
ス
停

ま
で
の
距
離
が
最
低
2
0
分
を
要
す
る
た
め
、
高
齢
者
に

と
っ
て
は
歩
行
に
苦
慮
し
て
い
る
地
域
で
あ
る
。
そ
の

上
、
地
域
の
医
療
施
設
や
福
祉
施
設
へ
も
バ
ス
や
地
下

鉄
を
何
度
も
乗
り
換
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

高
齢
者
や
障
害
者
に
と
っ
て
は
な
お
さ
ら
の
こ
と
、
健

康
な
人
で
さ
え
歩
い
て
行
く
の
は
困
難
な
地
理
的
な

環
境
で
あ
る
。

ま
ち
の
特
徴

丸
」
の
５
つ
の
町
内
会
か
ら
な
り
、
そ
の
一
つ
で
あ
る
富

士
見
町
内
会
は
平
成
1
9
年
に
5
0
周
年
を
迎
え
た
。
昭

和
3
2
年
、
戸
塚
区
汲
沢
町
字
六
郎
丸
に
売
り
出
さ
れ

た
分
譲
地
に
お
い
て
2
1
世
帯
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ

た
。
当
時
の
状
況
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
道

路
に
側
溝
を
入
れ
、
敷
地
内
の
木
々
を
伐
採
し
た
だ

け
の
西
傾
斜
の
原
っ
ぱ
で
し
た
。
一
度
雨
が
降
れ
ば
斜

面
の
上
は
流
れ
て
下
方
に
溜
ま
る
し
、
平
坦
な
所
は

黒
土
が
グ
チ
ャ
グ
チ
ャ
で
歩
く
こ
と
も
容
易
で
は
な

く
、
下
水
の
末
端
処
理
が
ま
っ
た
く
な
さ
れ
て
い
な
い

の
で
、
道
路
に
水
が
あ
ふ
れ
出
る
始
末
で
し

た
。
…
…
道
路
、
下
水
の
普
請
に
は
全
員
の
協
力
が

必
要
で
し
た
。
加
え
て
電
気
、
水
道
、
ガ
ス
の
早
期
敷

設
等
１
日
も
早
く
。
文
化
生
活
“
の
恩
恵
に
浴
す
べ
く

有
志
の
方
の
発
案
に
よ
り
、
富
士
見
町
内
会
が
発
足

し
た
わ
け
で
す
」
（
「
創
立
5
0
周
年
記
念
誌
ふ
じ
み
」

よ
り
）
。
い
わ
ば
、
こ
の
地
区
の
当
初
の
住
民
は
、
都
市

の
基
盤
的
イ
ン
フ
ラ
が
全
く
整
っ
て
い
な
い
時
代
の
開

拓
民
と
言
え
よ
う
か
。
こ
の
住
宅
地
は
「
西
に
は
富
士

山
、
北
に
は
丹
沢
山
塊
が
多
摩
、
秩
父
の
連
山
と
連
な

り
、
南
に
は
箱
根
の
山
々
と
伊
豆
半
島
ま
で
一
望
す
る

景
観
」
に
恵
ま
れ
、
夏
に
な
る
と
五
町
内
会
の
地
域

全
体
で
納
涼
祭
を
開
催
し
、
秋
に
な
る
と
運
動
会
、

当
時
は
戸
塚
高
校
が
開
校
さ
れ
、
そ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

借
用
し
、
和
や
か
に
楽
し
ん
だ
、
と
い
う
。
こ
の
地
で
地

域
の
季
節
ご
と
の
行
事
を
つ
く
り
だ
し
た
の
は
、
生
ま

れ
育
っ
た
郷
里
の
体
験
を
元
に
相
互
の
親
睦
を
は
か

る
必
要
性
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
開
拓
民
の
精
神

が
、
地
域
の
ま
と
ま
り
を
強
め
、
地
域
の
生
活
課
題
に

協
力
し
て
取
り
組
む
姿
勢
を
育
ん
だ
。
ち
な
み
に
、
こ

の
地
区
に
住
む
住
民
の
居
住
年
数
は
、
3
0
年
以
上
が

４
割
を
超
え
、
1
0
年
未
満
は
２
割
で
あ
る
。
全
市
平
均

で
は
3
5
年
以
上
が
1
6
％
、
1
0
年
未
満
が
４
割
で
あ
る

か
ら
、
当
初
の
開
拓
民
の
人
た
ち
は
大
部
分
が
住
み

続
け
て
い
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。
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DATA 北汲沢地区

「
新
生
会
」
「
富
士
見
」
「
東
明
東
」
「
東
明
西
」
「
六
郎

　
北
汲
沢
地
区
連
合
町
内
会
は
、
汲
沢
５
丁
目
～
８

丁
目
（
一
部
他
地
区
）
で
人
口
約
6
0
0
0
人
、
世
帯
数

2
3
0
0
世
帯
で
あ
る
。
高
齢
化
率
は
２
４
・
３
％
と
全

市
平
均
よ
り
高
い
が
、
人
口
の
減
少
は
し
て
い
な
い
。



地
域
に
お
け
る
福
祉
活
動
の

総
合
化
の
必
要
性

　
北
汲
沢
地
区
は
、
平
成
８
年
に
踊
場
連
合
町
内
会

か
ら
脱
退
し
、
北
汲
沢
連
合
町
内
会
と
北
汲
沢
地
区

社
会
福
祉
協
議
会
を
発
足
さ
せ
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を

行
っ
て
き
た
。
他
の
地
域
と
同
じ
よ
う
に
、
北
汲
沢
地

区
で
も
、
地
域
と
行
政
機
関
と
の
関
係
は
、
例
え
ば
、

民
生
委
員
な
ど
担
当
行
政
の
組
織
毎
に
独
自
に
活
動

し
て
お
り
、
ま
た
、
そ
れ
と
は
別
に
有
償
・
無
償
の
任

意
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
存
在
し
て
い
た
。
「
福
祉
活

動
の
原
点
は
地
域
住
民
で
あ
る
」
と
い
う
原
則
の
も

と
、
「
地
域
組
織
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
を
一
体
化
し

て
、
地
域
と
行
政
が
相
互
協
力
し
て
、
地
域
住
民
に
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
組
織
づ
く
り
を
行
う
」
た
め
に
、

平
成
2
1
年
１
月
に
、
「
北
汲
沢
地
域
総
合
福
祉
活
動

委
員
会
」
を
設
立
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
背
景
と

し
て
次
の
よ
う
な
理
由
が
あ
っ
た
。

　
地
理
的
に
駅
か
ら
遠
く
丘
陵
地
で
あ
る
こ
の
地
区

で
は
、
も
と
も
と
高
齢
者
や
障
害
児
を
対
象
と
し
た

有
償
の
自
家
用
車
で
の
送
迎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動

（
「
わ
っ
ぱ
乃
会
」
）
が
行
わ
れ
て
い
た
。
年
間
１
，
３
０
０

回
に
も
上
る
実
績
を
有
す
る
こ
の
活
動
が
衰
え
停
滞

し
た
の
は
、
「
道
路
運
送
法
第
7
8
条
の
改
正
」
で
あ
る
。

自
家
用
車
で
有
償
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス
を
続
け
る
た
め

に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
へ
の
法
人
化
と
国
交
省
の
認
可

を
受
け
る
と
い
う
、
小
規
模
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

に
と
っ
て
極
め
て
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
条
件
を
ク
リ
ア
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
有
償
か
ら

無
償
化
へ
追
い
や
ら
れ
、
利
用
者
と
担
い
手
の
ニ
ー
ズ

と
の
乖
離
が
大
き
く
な
り
活
動
が
衰
退
し
、
全
国
的

に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
送
迎
支
援
活
動
は
衰
え
て

い
く
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
地
区
は
、
戸
塚
区
に
お
い
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
が
活
発
な
モ
デ
ル
地
区
で
あ
っ
た
が
、
高
齢
化
の
進

展
に
よ
る
外
出
支
援
や
日
常
生
活
支
援
な
ど
の
福
祉

ニ
ー
ズ
の
増
大
に
は
、
わ
っ
ぱ
乃
会
な
ど
十
分
対
応
で

き
な
い
活
動
の
現
状
が
あ
っ
た
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
な
ど
行
政
の
担
当
ご
と
に

独
自
に
活
動
し
て
い
る
活
動
組
織
の
一
体
化
と
、
情
報

の
一
元
化
を
図
り
、
地
域
の
各
活
動
を
有
効
に
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
し
て
、
増
大
す
る
福
祉
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い

く
体
制
を
構
築
し
て
い
く
必
要
性
と
併
せ
て
、
助
成

金
の
効
率
化
を
図
る
た
め
に
は
、
一
元
管
理
や
会
計
の

透
明
化
を
図
り
、
助
成
金
の
新
規
導
入
を
図
る
必
要

性
が
あ
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
理
由
か
ら
地
域
活
動
の
連
携
を
強

め
、
福
祉
活
動
を
総
合
化
す
る
た
め
に
「
総
合
福
祉
活

動
委
員
会
」
が
発
足
し
た
の
で
あ
る
。

暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
の
指
標
と
は

北
汲
沢
地
域
総
合
福
祉
活
動

委
員
会
の
発
足
と
活
動

　
こ
の
委
員
会
は
、
連
合
町
内
会
を
構
成
す
る
５
つ
の

町
内
会
、
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
、
民
生
委
員
児
童

委
員
協
議
会
、
保
健
活
動
推
進
委
員
会
、
老
人
ク
ラ

ブ
な
ど
地
域
の
福
祉
に
関
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が

一
堂
に
会
し
て
立
ち
上
げ
た
組
織
で
あ
り
、
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
と
し
て
戸
塚
区
の
地
域
力
推
進
担
当
と
地
域
ケ

ア
プ
ラ
ザ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
も
参
加
し
て
い
る
。
企

画
、
立
案
、
広
報
活
動
が
主
な
任
務
で
あ
り
、
実
動
部

隊
で
は
な
い
、
と
し
て
い
る
。

　
委
員
会
は
、
ま
ず
、
住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た
（
８
８
４
人
、

回
収
率
4
7
・
７
％
）
。
希
望
す
る
福
祉
支
援
の
う
ち
最
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〈
わ
っ
ぱ
乃
会
の
送
迎
支
援
活
動
の
制
約
と
停
滞
〉

〈
地
域
住
民
の
高
齢
化
に
よ
る
福
祉
ニ
ー
ズ
増
大
に

対
応
で
き
な
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
〉

〈
活
動
の
現
状
を
打
破
す
る
た
め
の

組
織
の
一
体
化
と
情
報
の
一
元
化
の
必
要
〉

〈
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
た

「
日
常
生
活
支
援
」
と
「
外
出
支
援
」
の
ニ
ー
ズ
〉

も
多
か
っ
た
の
は
「
日
常
生
活
支
援
」
の
3
6
・
７
％
で
あ

り
、
次
い
で
「
外
出
支
援
」
の
2
5
・
８
％
で
あ
っ
た
。
「
日

常
生
活
支
援
」
は
「
重
い
も
の
等
の
移
動
」
「
簡
単
な
補

修
作
業
」
「
庭
の
手
入
れ
」
な
ど
が
多
い
。
ま
た
「
外
出

支
援
」
は
ど
の
年
代
の
人
も
「
医
療
施
設
へ
の
送
迎
」
が

７
割
か
ら
８
割
と
圧
倒
的
に
高
い
ニ
ー
ズ
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。



〈
一
般
社
団
法
人
化
で
外
出
支
援

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
〉

　
住
民
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
こ
と
を

受
け
て
、
委
員
会
は
外
出
支
援
の
サ
ー
ビ
ス
の
再
構
築

に
向
け
て
検
討
を
開
始
し
た
。
改
正
道
路
運
送
法
に

よ
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
法
人
と
し
て
認
可
を
受
け
れ

ば
、
「
福
祉
有
償
運
送
」
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
法
人

化
せ
ず
、
道
路
運
送
法
の
制
約
の
も
と
で
活
動
を

細
々
と
行
っ
て
い
た
が
、
区
役
所
の
地
域
力
推
進
担
当

の
ア
ド
バ
イ
ス
に
よ
り
「
総
合
福
祉
活
動
委
員
会
」
の

法
人
化
に
向
け
た
準
備
を
進
め
、
関
係
機
関
と
の
話

し
合
い
を
重
ね
た
。
そ
の
結
果
、
委
員
会
は
一
般
社
団

法
人
と
し
て
認
証
を
獲
得
し
、
「
福
祉
有
償
運
送
」
の

認
可
を
受
け
て
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
活
動
を
本
格

的
に
展
開
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。
「
福
祉
有
償
運
送
」

と
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
が
要
介
護
者
や
身
体
障
害
者

等
の
会
員
に
対
し
て
、
実
費
の
範
囲
内
で
、
営
利
と
は

認
め
ら
れ
な
い
範
囲
の
対
価
に
よ
っ
て
、
乗
車
定
員
１
１

人
未
満
の
自
動
車
を
使
用
し
て
、
原
則
と
し
て
ド
ア
・

ツ
ー
・
ド
ア
の
個
別
輸
送
を
行
う
も
の
」
で
あ
る
。
関
東

運
輸
局
神
奈
川
運
輸
支
局
か
ら
正
式
認
可
を
受
け
、

団
体
は
、
不
特
定
多
数
を
対
象
と
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

の
外
出
支
援
と
は
異
な
り
、
北
汲
沢
の
５
つ
の
自
治
会

町
内
会
が
集
う
地
域
と
そ
の
住
民
で
あ
る
こ
と
、
利

用
者
は
重
度
の
障
害
者
の
み
で
な
く
、
要
支
援
認
定

者
、
肢
体
不
自
由
者
、
駅
や
停
留
所
ま
で
の
歩
行
困

難
者
も
入
れ
る
な
ど
、
独
自
性
の
あ
る
地
域
支
援
を

行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
利
用
の
仕
方
は
、
２
，
０
０
０
円
分
の
会
員
券
を
購

入
し
、
１
㎞
１
０
０
円
～
３
㎞
３
０
０
円
の
送
迎
を
利

用
で
き
る
。
各
町
内
会
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
町
内

会
長
）
を
通
し
て
送
迎
先
、
利
用
日
時
な
ど
の
利
用
申

込
書
を
提
出
し
、
２
回
目
以
降
は
直
接
、
担
い
手
と
連

絡
調
整
を
す
る
、
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　
平
成
2
3
年
の
１
年
間
で
、
４
名
が
4
7
名
の
利
用
者
を

１
，
９
２
４
回
、
距
離
に
し
て
１
６
，
３
２
０
㎞
、
東
京
⇔
大

阪
問
を
3
0
回
も
往
復
し
た
距
離
と
な
る
。

〈
日
常
家
事
支
援
活
動
〉

　
地
域
の
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
に
、
自
宅
内
や

屋
外
で
日
常
生
活
上
必
要
な
様
々
な
家
事
を
、
「
１

コ
イ
ン
」
で
お
手
伝
い
す
る
制
度
で
あ
る
。
利
用
料
１

な
ど
。
３
０
０
円
に
な
る
と
「
家
庭
用
包
丁
と
ぎ
」
「
行

政
機
関
窓
口
代
行
手
続
」
な
ど
で
あ
る
。
高
齢
夫
婦
や

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
が
増
え
る
中
で
、
こ
の
よ
う
な

日
常
生
活
の
こ
ま
ご
ま
と
し
た
仕
事
は
、
業
者
に
頼
め

ば
金
額
が
か
さ
む
が
、
一
人
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い

作
業
で
あ
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
２
～
３
名
で
の
協
働

作
業
方
式
で
自
宅
を
訪
問
し
、
大
変
喜
ば
れ
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
だ
。

活
動
の
持
続
に
向
け
て
の

課
題

　
行
政
の
補
助
金
に
頼
る
こ
と
な
く
、
会
員
券
方
式
、

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
方
式
を
取
り
入
れ
た
こ
の
地
域

は
、
自
立
度
の
高
い
地
域
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
、

輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
は
、
6
7
歳
か
ら
8
0
歳
と
な

り
、
担
い
手
の
高
齢
化
は
避
け
て
通
れ
な
い
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
次
の
展
開
に
向
け
て
、
北
汲
沢
地
域
総
合
福

祉
活
動
委
員
会
は
、
近
隣
の
連
合
町
内
会
を
巻
き
込

み
、
一
般
社
団
法
人
か
ら
公
益
社
団
法
人
へ
と
そ
の
公

益
性
を
高
め
、
利
用
層
の
拡
大
と
担
い
手
の
幅
広
い
参

加
を
ね
ら
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
手
づ
く
り
の
日
常

生
活
支
援
は
、
高
齢
化
の
ま
ち
に
と
っ
て
は
な
く
て
は

な
ら
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
イ
ン
フ
ラ
な
の
で
あ
り
、
そ
の

持
続
の
仕
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

070

回
で
１
０
０
円
の
場
合
は
、
「
電
球
・
電
池
の
取
替
」
「
ゴ

ミ
出
し
」
「
資
源
回
収
物
の
整
理
梱
包
等
」
、
２
０
０
円

で
は
「
草
む
し
り
、
枝
き
り
」
「
重
た
い
家
具
の
移
動
」

「
粗
大
ゴ
ミ
の
搬
出
」
「
買
い
物
支
援
、
病
院
の
付
添
い
」
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